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か
き
氷
は
、
和
食
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
韓
国

な
ど
の
か
き
氷
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
和
か
到
来
も
の
か
あ
い
ま
い
な

感
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
約
１
０
０
０
年

も
昔
、清
少
納
言
は『
枕
草
子
』の
な
か
で
、

「
あ
て
な
る
も
の
」（
上
品
な
も
の
・
よ
い

も
の
）
の
一
つ
と
し
て
、

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
、
夏
に

氷
を
食
べ
る
の
は
上
流
階
級
の
特
権
で
、

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
冬
に
で
き
た
氷
を

夏
ま
で
保
存
す
る
氷
室
や
、
そ
れ
を
管

理
す
る
職
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
氷ひ

の
む
ら
じ連・

氷ひ
む
ろ室
な
ど
の
姓
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
武
士
が
台
頭
し
た
鎌
倉
時
代
以
降
、

夏
ま
で
氷
室
で
氷
を
保
存
す
る
習
慣
は

徐
々
に
廃
れ
た
の
で
し
た
。

　

食
の
話
に
〝
夏
の
氷
〟

が
再
び
登
場
す
る
の
は

江
戸
時
代
。
加
賀
藩
が
将
軍
に
献
上
す
る

た
め
飛
脚
を
と
ば
し
て
氷
を
急
送
し
た

り
、
富
士
山
の
麓
の
氷
穴
か
ら
江
戸
へ
と

運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
の
氷
が
庶
民
に
身
近
に
な
る
の
は
、

明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
明
治
２
年
に

横
浜
馬
車
道
に
日
本
初
の
か
き
氷
店
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
に
続
き
、
同
４
年
に
は

北
海
道
の
五
稜
郭
の
天
然
氷
が
「
函
館
氷
」

の
名
で
市
場
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
明
治
中
頃
に
は
製
氷
機
が
導
入
さ

れ
、
以
後
は
人
工
の
氷
が
主
流
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
明
治
20
年
に
は
氷
削
器
、
今
で

い
う
か
き
氷
器
が
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
か
き
氷
は
小
刀
や
鉋
で
削
っ
て
作
る

の
が
普
通
で
し
た
が
、
手
早
く
簡
単
に
氷

を
削
る
こ
と
の
で
き
る
か
き
氷
器
の
登
場

で
、
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
戦
後
に
か
け
て

庶
民
へ

庶
民
へ
のの

普
及
は

普
及
は
明
治
明
治
以
降
以
降

『
枕
草
子
』

『
枕
草
子
』に
も
に
も

登
場
す
る
か
き
氷

登
場
す
る
か
き
氷

　かき氷といえば、焼きそばやたこ焼きと並
んで縁日や浜茶屋の代表的なメニューです。
しかし一味違うのは、かき氷を供する店の店頭には
ためく氷旗でしょう。
　最近は赤字の「氷」だけに略する場合もありますが、本来の氷旗
は白地に青い波と緑の千鳥の文様（波千鳥）を背景に、赤い「氷」
の漢字を描きます。波千鳥は、手ぬぐいの古典柄にもある定番の組
み合わせですが、なぜ氷旗に使われるようになったのか、詳しい由
来は不詳です。ただしこの意匠は明治時代以来使われている由緒正
しいデザインで、ブームにのって乱立した氷屋（かき氷屋）のなかで
も国の衛生管理の基準に合格した店のみで掲げられていました。

削
り
氷
の
あ
ま
づ
ら
に
⼊
れ
て
、

新
し
き
鋺
に
⼊
り
た
る

　
：�（
小
刀
な
ど
で
）氷
を
削
っ
て
甘
葛（
甘
い
汁
）を

　
　
か
け
て
金
属
の
器
に
い
れ
た
も
の

氷旗

～四季を楽しみ、健康を作る食生活、その神髄は 
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か
き
氷
は
一
般
の
家
庭
で
も
大
ブ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　

戦
前
の
か
き
氷
は
砂
糖
や
そ
の
蜜
、
餡

子
で
食
べ
る
の
が
普
通
で
、「
雪
（
砂
糖

が
け
）」「
み
ぞ
れ
（
砂
糖
蜜
が
け
）」「
金

時
（
小
豆
餡
の
せ
）」
な
ど
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
は
こ
の
頃
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
イ

チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
の
風
味
の
シ
ロ
ッ
プ
が
登

場
す
る
の
は
戦
後
の
話
で
す
。

　

駆
け
足
で
た
ど
っ
て
き
た
日
本
の
か
き

氷
の
歴
史
で
す
が
、
和
食
の
世
界
で
た
び

た
び
問
題
と
な
る
の
が
、
関
東
と
関
西
で

す
。
か
き
氷
の
場
合
も
、
昔
は
こ
の
東
西

の
違
い
が
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
雑
把
に
い
う
と
、
関
西
風
の
か
き
氷

は
器
に
盛
っ
た
削
り
氷
の
山
に
上
か
ら
シ

ロ
ッ
プ
を
か
け
る
の
に
対
し
て
、
関
東
で

は
本
来
、
器
に
先
に
シ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
て

そ
の
上
か
ら
削
っ
た
氷
を
盛
り
ま
し
た
。

ま
た
き
め
細
か
く
氷
を
削
る
関
西
に
対

し
、
比
較
的
氷
が
潤
沢
だ
っ
た
関
東
で
は

荒
く
氷
を
削
る
、
と
す
る
人
も
い
ま
す
。

た
だ
し
、
伝
統
に
忠
実
な
関
東
風
の
か
き

氷
を
出
す
店
は
、
東
京
都
内
で
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。「
シ
ロ
ッ
プ
を
氷
の
下
に

敷
い
た
、
粗
い
氷
の
か
き
氷
」
を
食
べ
た

い
方
は
、
下
町
の
甘
味
屋
さ
ん
を
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

関
東
で
は
か
き
氷
を
「
ぶ
っ
か
き
」、
関

西
で
は
「
か
ち
割
り
」
と
呼
び
、「
ぶ
っ
か

き
氷
」
が
か
き
氷
の
語
源
と
す
る
説
も
あ

り
ま
す
（
別
に
、「
氷
室
の
氷
か
ら
欠
け

て
落
ち
た
破
片
を
削
っ
て
食
べ
た
こ
と
か

ら
生
ま
れ
た
呼
び
名
〔
欠
け
た
氷
→
欠
け

氷
→
か
き
氷
〕」
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
）。

　

ち
な
み
に
、
日
本
か
き
氷
協
会
の
決
め

た
「
か
き
氷
の
日
」
は
７
月
25
日
。
こ
れ

は
語
呂
合
わ
せ
（
な
〔
７
〕・
つ
〔
２
〕・

ご
お
り
〔
５
〕）
に
、
日
本
の
観
測
史
上

最
高
気
温
を
記
録
し
た
日
（
１
９
３
３
年

７
月
25
日
）
を
か
け
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
風

関
東
風
とと
関
西
風

関
西
風

　かき氷の「かき」は、ひらがな表記が大半です。
漢字の場合は「欠（き）氷」の字をあてる例が多い
ようですが、これは「ぶっ欠き氷が語源」「氷室で欠
けて落ちた氷が語源」の両説に合致するため、どち
らが有力か決める材料とはなりません。
　〝かきごおり〟以外の呼び名には、前述の「ぶっか
き」「かち割り」のほか、「夏氷」「氷水」が使われ
たりします。

漢字で書くと？

いきいき健康だより
2020 年 7 月　第 47 号
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大
腸
が
ん
で
命
を
落
と
す
の
は

日
本
人
だ
け
？ ― 

公
益
財
団
法
人 

福
井
県
健
康
管
理
協
会 

副
理
事
長
・
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
・
松
田　

一
夫

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
大
腸
が
ん
に
よ
る

死
亡
を
減
ら
す
有
力
な
手
段
で
あ
る
。
そ

の
方
法
は
、
主
に
便
潜
血
検
査
と
内
視
鏡

検
査
（
Ｓ
状
結
腸
鏡
、
全
大
腸
内
視
鏡
）

で
あ
り
、
世
界
中
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
の
が
便
潜
血
検
査
で
、
全
大
腸
内
視
鏡

検
査
は
便
潜
血
検
査
が
陽
性
と
な
っ
た
際

の
精
密
検
査
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
、

米
国
等
で
は
便
潜
血
検
査
に
代
わ
っ
て
最

初
か
ら
内
視
鏡
検
査
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

が
ん
検
診
の
有
効
性
は
、
死
亡
率
減
少

効
果
の
有
無
で
判
断
す
る
。
米
国
が
ん
研

究
所
の
Ｐ
Ｄ
Ｑ
（
が
ん
情
報
要
約
）
に
よ

れ
ば
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
も
っ
と

1大
腸
が
ん
検
診
の

方
法
と
有
効
性
の

評
価

4

大腸がん検診の重要性

第２回 

1981 年 3 月　自治医科大学医学部卒業
1990 年 6 月　 市立敦賀病院外科
1994 年 6 月　 福井県民健康センター医長
2000 年 4 月　福井県民健康センター所長に就任、現在に至る
2005 年 9 月　福井県健康管理協会副理事長に就任、現在に至る
1993 年～　　 厚生労働省等の研究班員等を歴任、がん検診の精度管理 ･

受診率向上について研究を続ける
　　　　　　　 厚生労働省のがん対策推進協議会委員、
　　　　　　　がん検診のあり方に関する検討会構成員を務める

公益財団法人 福井県健康管理協会 副理事長
県民健康センター所長・がん検診事業部長

松田　一夫（まつだ　かずお）

略 

歴



も
信
頼
の
お
け
る
研
究
方
法
：
く
じ
引
き

で
検
診
群
と
対
照
群
に
分
け
、
両
群
の
が

ん
死
亡
率
を
比
較
す
る
）
に
よ
っ
て
、
便

潜
血
検
査
化
学
法
で
は
15
～
33
％
、
Ｓ
状

結
腸
鏡
で
は
22
～
31
％
の
死
亡
率
減
少
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
状
結

腸
鏡
で
は
大
腸
が
ん
罹
患
率
も
20
～
25
％

減
少
す
る
（
表
１
）。
全
大
腸
内
視
鏡
検
査

に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
が

進
行
中
で
あ
る
。
免
疫
便
潜
血
検
査
に
つ

い
て
は
、「
有
効
性
評
価
に
基
づ
く
大
腸
が

ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
０
５
年
）」

に
よ
る
と
、
日
本
の
症
例
対
照
研
究
（
大

腸
が
ん
で
死
亡
し
た
症
例
と
、
生
存
者
の

う
ち
症
例
と
年
齢
・
性
別
等
を
そ
ろ
え
た

対
照
と
で
検
診
受
診
歴
を
比
較
す
る
）
で

60
～
81
％
の
死
亡
率
減
少
効
果
が
認
め
ら

れ
る
。

　

大
腸
が
ん
が
便
で
擦
れ
る
と
出
血
し
、

便
の
中
に
血
液
が
混
じ
る
。
こ
れ
を
便
潜
血

と
呼
ぶ
。
米
国
で
は
１
９
６
０
年
代
に
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
が
有
す
る
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー

ゼ
活
性
を
利
用
し
て
便
潜
血
を
検
出
す
る

方
法（
便
潜
血
検
査
化
学
法
）が
開
発
さ
れ
、

大
腸
が
ん
検
診
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
便

潜
血
検
査
化
学
法
は
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試

験
で
死
亡
率
減
少
効
果
が
証
明
さ
れ
た
優

れ
た
方
法
で
あ
る
が
、
欠
点
が
あ
る
。
ヒ

ト
の
血
液
以
外
に
肉
に
含
ま
れ
る
血
液
や

野
菜
に
も
反
応
す
る
た
め
、
検
査
前
に
食

事
制
限
が
必
要
で
あ
り
、
大
腸
が
ん
に
対

す
る
感
度
も
低
い
。
そ
の
欠
点
を
補
う
た

め
に
、
１
９
８
０
年
代
に
日
本
で
開
発
さ

れ
た
の
が
免
疫
便
潜
血
検
査
で
あ
る
。
ヒ

ト
の
血
液
の
み
を
検
出
す
る
た
め
、
食
事

制
限
は
不
要
で
、
大
腸
が
ん
に
対
す
る
感

度
も
高
く
、
世
界
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

……

日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
か
ら
市
区
町

村
が
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
大
腸
が
ん
検

診
を
開
始
し
た
。
対
象
は
40
歳
以
上
、
年

1
回
、
検
査
法
は
免
疫
便
潜
血
検
査
２
日

法
で
あ
る
。
受
診
者
自
ら
が
採
便
容
器
に

付
属
し
て
い
る
棒
で
便
の
表
面
を
擦
過
し

て
少
量
採
る
。
便
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
、

高
温
下
に
放
置
さ
れ
る
と
徐
々
に
失
活
す

る
た
め
、
１
日
目
を
採
便
し
た
ら
す
み
や

か
に
冷
所（
冷
蔵
庫
が
お
勧
め
）に
保
存
し
、

２
日
目
を
採
便
し
た
ら
速
や
か
に
提
出
す

る
。
2
日
の
う
ち
1
日
で
も
便
潜
血
検
査

が
陽
性
で
あ
れ
ば
、
精
検
が
必
要
と
な
る

（
図
１
）。

……

市
区
町
村
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、
対

策
型
検
診
と
呼
ば
れ
、
結
果
は
厚
生
労
働

省
に
地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告
が

な
さ
れ
る
。
２
０
１
６
年
の
受
診
者
数
は

８
５
２
万
９
、３
４
７
人
、
要
精
検
率
は
７
・

６
％
、
精
検
受
診
率
は
68
・
５
％
、
陽
性

反
応
適
中
度
（
＝
発
見
が
ん
数
／
要
精
検

者
数
×
１
０
０
）
は
３
・
１
％
で
あ
る
。
大

腸
が
ん
検
診
の
精
検
受
診
率
は
、
乳
が
ん

検
診
の
87
・
９
％
よ
り
20
％
も
低
い
。

……

日
本
の
が
ん
検
診
は
、
対
策
型
検
診
の
他

表1  大腸がん検診の方法と死亡率減少効果
（米国国立がん研究所 PDQ　https://www.cancer.gov/types/colorectal/hp/colorectal-screening-pdq）

図1  大腸がん検診の流れ

スクリーニング方法 研究デザイン 罹患率減少効果 死亡率減少効果

便 潜 血 検 査

（化学法）
ランダム化
比較試験

～ 0 15％－ 33％

S 状 結 腸 鏡
ランダム化
比較試験

20％－ 25％
22％－ 31％

遠位大腸：13％－ 50％

全大腸内視鏡

ランダム化
比較試験進行中
症例対照研究 /
コホート研究

遠位大腸：60％－70％
近位大腸：？

遠位大腸：60％－70％
近位大腸：？

❶ 2 日法

❸ 1日目を採ったら冷蔵保存
　 2 日目を採ったらすぐに提出

❹ 精検は内視鏡で行う

（溝が埋まる位）

❷ 表面擦過による採便

2便
潜
血
検
査
と
は

3日
本
に
お
け
る

大
腸
が
ん
検
診 
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に
、
職
域
で
行
わ
れ
る
検
診
、
個
人
的
に

受
け
る
人
間
ド
ッ
ク
が
あ
る
が
、
対
策
型

検
診
以
外
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、
正
確

な
受
診
率
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
３
年

に
１
回
行
わ
れ
る
70
万
人
規
模
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
（
健
康
票
）
で
算
出
す
る
が
、

２
０
１
６
年
の
受
診
率
は
男
女
合
わ
せ
て

41
・
１
％
で
あ
り
、
決
し
て
高
く
な
い
。

　

多
く
の
大
腸
が
ん
は
ゆ
っ
く
り
発
育
す

る
た
め
、
検
診
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
れ
ば

大
半
が
救
命
可
能
な
時
期
に
発
見
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
検
診
時
に
は
便
潜
血
検

査
陰
性
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

覚
症
状
等
が
契
機
と
な
っ
て
大
腸
が
ん
（
中

間
期
が
ん
）
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
中
間
期
が
ん
の
割
合
を
調
べ

る
た
め
、
１
９
９
５
～
２
０
０
２
年
に
福

井
県
内
で
実
施
さ
れ
た
大
腸
が
ん
検
診
の

受
診
者
延
べ
27
万
２
、８
１
３
名
（
要
精
検

率
５
・
３
％
、
精
検
受
診
率
69
・
８
％
）
を

福
井
県
が
ん
登
録
と
記
録
照
合
し
て
、
検

診
か
ら
1
年
以
内
に
判
明
し
た
大
腸
が
ん

を
把
握
し
た
。
粘
膜
内
が
ん
は
自
然
史
（
治

療
せ
ず
放
置
し
た
場
合
の
自
然
経
過
）
が

不
明
な
た
め
、
粘
膜
下
層
お
よ
び
粘
膜
下

層
よ
り
も
深
部
に
浸
潤
し
た
が
ん
の
み
を

検
討
対
象
に
す
る
と
、
判
明
し
た
浸
潤
が

ん
は
３
３
８
例
、
そ
の
う
ち
発
見
直
前
に

も
便
潜
血
検
査
陰
性
で
あ
っ
た
中
間
期
が

ん
は
42
例
で
12
％
を
占
め
た
。
ま
た
、
中

間
期
が
ん
の
55
％
は
右
側
結
腸
（
盲
腸
、

上
行
結
腸
、
横
行
結
腸
）
に
存
在
し
、
便

潜
血
検
査
陽
性
群
に
お
け
る
29
％
よ
り
も

有
意
に
多
か
っ
た
（
表
２
）。
す
な
わ
ち
、

免
疫
便
潜
血
検
査
に
は
近
位
大
腸
に
弱
点

が
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
１
９
９
５
～
２
０
０
０
年
の

福
井
県
で
の
検
討
（
図
２
）
お
よ
び
英
国

や
デ
ン
マ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
か
ら
は
、
中
間
期
が
ん
の
生
存

率
は
検
診
未
受
診
群
か
ら
発
見
さ
れ
た
大

腸
が
ん
よ
り
も
良
好
で
あ
っ
た
。
便
潜
血

検
査
は
万
能
で
は
な
い
が
、
中
間
期
が
ん

の
存
在
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

精
検
方
法
の
第
一
選
択
は
、
全
大
腸
内
視

鏡
検
査
で
あ
る
。
検
査
前
に
大
腸
の
中
に

た
ま
っ
て
い
る
便
を
全
部
出
す
必
要
が
あ

る
た
め
、
検
査
前
日
に
は
消
化
の
よ
い
も

の
、
も
し
く
は
検
査
食
を
食
べ
る
。
検
査

当
日
は
朝
か
ら
絶
食
で
、
水
薬
１
０
０
０

～
２
０
０
０
ml
（
薬
に
よ
っ
て
異
な
る
）

を
飲
み
、
便
が
す
べ
て
出
て
、
透
明
の
液

体
に
な
っ
た
ら
準
備
完
了
で
あ
る
。

　

検
査
で
は
、
内
視
鏡
を
肛
門
か
ら
直
腸

内
に
挿
入
し
、空
気
（
最
近
で
は
炭
酸
ガ
ス
）

を
入
れ
る
が
入
れ
過
ぎ
ず
、
腸
を
引
き
伸

ば
さ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
奥
へ
と
進
め
て

行
く
。
盲
腸
に
到
達
し
た
ら
十
分
に
送
気

し
て
腸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
６
分
以
上
か
け

て
内
視
鏡
を
引
き
抜
き
な
が
ら
内
腔
を
く

ま
な
く
観
察
す
る
（
図
３
）。
ス
コ
ー
プ
と

医
師
の
挿
入
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
大

腸
内
視
鏡
検
査
は
ほ
と
ん
ど
苦
痛
が
な
く

な
っ
た
。
大
腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
れ
ば
適

切
な
治
療
が
な
さ
れ
、
発
見
さ
れ
た
腺
腫

（
ポ
リ
ー
プ
）
は
内
視
鏡
的
に
切
除
さ
れ
る
。

表2  中間期がんの割合と占拠部位
（松田一夫．下部消化管内視鏡検査マニュアル，
  医学図書出版株式会社，東京，2018，2-7 より転載）

発見
直前の
便潜血

が ん の 占 拠 部 位

直腸 S 状 下行 横行 上行 盲腸
結腸
部位
不明

陽性 103 80† 20 30 41 16 6
296 例 （　  29％　 ）　

P ＜ 0.001

陰性 7 6 0 5 13 5 6
42 例 （　  55％　 ）

中間期がん：12％　　　　　　　（†：肛門管 1 例を含む）

図2  中間期がんでも検診未受診群より生存率良好

福井県での検討（1995-2000 年）

累積 5 年生存率
　中間期がん ：57.8％
　外来発見がん：39.8％ P ＜ 0.001

累
積
生
存
率

100
%

50

0 5 10 年

外来発見大腸がん
（検診未受診群）　n＝4,709

中間期がん n＝62

図3  大腸内視鏡検査：精検法の第一選択

4便
潜
血
検
査
の

実
力
と
限
界

5便
潜
血
検
査
陽
性
に

な
れ
ば
内
視
鏡
に
よ
る

精
検
を
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免
疫
便
潜
血
検
査
は
ヒ
ト
の
血
液
の
み

を
検
出
す
る
た
め
、
便
潜
血
検
査
陽
性
は

食
事
と
は
無
関
係
で
、
痔
が
原
因
と
も
言

え
な
い
。
便
潜
血
検
査
が
陽
性
と
な
っ
て

も
、
実
際
に
大
腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
の

は
（
陽
性
反
応
適
中
度
）
２
０
１
６
年
の

地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告
で
３
・

１
％
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
厚

生
労
働
省
（
２
０
０
２
年
は
厚
生
省
）
が

ん
研
究
助
成
金
に
よ
る
「
大
腸
が
ん
検
診

の
合
理
的
な
精
検
方
法
に
関
す
る
臨
床
疫

学
的
研
究
班
」（
斎
藤
班
、２
０
０
２
年
）で
、

著
者
ら
が
行
っ
た
多
施
設
共
同
研
究
に
よ

れ
ば
、
要
精
検
と
な
っ
て
も
精
検
を
受
け

な
か
っ
た
人
の
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
の

リ
ス
ク
は
、
精
検
を
受
け
た
人
の
約
４
倍

で
あ
っ
た
（
図
４
）。

　

で
は
、
内
視
鏡
検
査
の
代
わ
り
に
便
潜

血
検
査
の
再
検
は
Ｏ
Ｋ
だ
ろ
う
か
？　

答

え
は
Ｎ
ｏ
で
あ
る
。
大
腸
が
ん
か
ら
の
出

血
は
間
欠
的
で
あ
り
、A

hlquist

ら
に
よ

れ
ば
無
症
候
性
の
進
行
大
腸
が
ん
12
例

（
そ
の
う
ち
11
例
は
遠
隔
移
転
あ
り
）
に

対
し
て
14
日
間
連
続
し
て
免
疫
便
潜
血

検
査
（H

em
oQ
uant

）
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
14
日
間
と
も
陽
性
で
あ
っ
た
の
は
４

例
、
８
例
は
何
日
間
か
陽
性
、
残
り
の
２

例
で
は
す
べ
て
陰
性
で
あ
っ
た
（Cancer…

1989;63
：1826

―1830

）。
一
方
、
便
潜

血
検
査
陽
性
で
あ
っ
た
人
が
再
検
で
陰
性

に
な
っ
て
も
、
大
腸
が
ん
が
無
い
と
の
保

証
に
は
な
ら
な
い
。

　

要
精
検
と
な
っ
た
人
の
３
割
以
上
の
方

が
精
検
を
受
け
て
い
な
い
。「
便
潜
血
検
査

が
陽
性
と
な
っ
た
ら
内
視
鏡
に
よ
る
精
検

が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
十
分
に
認
識
さ

れ
て
い
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に

検
査
の
前
処
置
の
煩
雑
さ
や
苦
痛
、
検
査

に
よ
る
苦
痛
、
羞
恥
心
な
ど
も
理
由
に
な

ろ
う
。
そ
こ
で
、
内
視
鏡
が
困
難
な
場
合

に
は
次
善
の
策
と
し
て
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査
が

あ
る
。
前
処
置
と
し
て
飲
む
水
薬
も
少
量

で
、
炭
酸
ガ
ス
で
腸
を
膨
ら
ま
せ
て
か
ら

行
う
Ｃ
Ｔ
撮
影
は
ご
く
短
時
間
で
終
わ
り
、

お
腹
の
張
り
も
す
ぐ
解
消
す
る
。
検
査
の

精
度
も
内
視
鏡
に
比
べ
て
遜
色
が
な
い
（
図

５
）。
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
で
は
大

腸
Ｃ
Ｔ
検
査
技
師
認
定
制
度
を
立
ち
上
げ

た
。
医
師
の
読
影
力
の
み
な
ら
ず
、
診
療

放
射
線
技
師
の
技
術
向
上
に
よ
り
、
精
度

の
高
い
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査
が
普
及
し
て
内
視

鏡
検
査
を
補
完
し
、
精
検
受
診
率
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

日
本
の
年
齢
調
整
大
腸
が
ん
死
亡
率
は

先
進
7
か
国
の
中
で
も
っ
と
も
高
い
。
英

国
で
は
便
潜
血
検
査
、
米
国
で
は
内
視
鏡

を
主
体
と
し
た
大
腸
が
ん
検
診
が
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
が
、
日
本
の
大
腸
が
ん
検

診
は
十
分
に
奏
功
し
て
い
な
い
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。

　

日
本
の
大
腸
が
ん
検
診
に
は
問
題
点
が

２
つ
あ
る
。
ま
ず
、
便
潜
血
検
査
陽
性
と

な
っ
て
も
3
割
以
上
が
精
検
を
受
け
て
い

な
い
。
大
腸
が
ん
検
診
の
精
検
受
診
率
は

乳
が
ん
検
診
よ
り
20
％
も
低
い
。「
便
潜
血

検
査
が
陽
性
に
な
っ
た
ら
必
ず
内
視
鏡
に

よ
る
精
検
が
必
要
で
あ
る
」、「
大
腸
内
視

鏡
検
査
を
1
度
で
も
受
け
て
い
れ
ば
、
大

腸
が
ん
で
死
亡
す
る
危
険
性
が
格
段
に
減

る
」
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
内
視
鏡
検
査
が
困
難
な
場
合

に
は
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査
が
威
力
を
発
揮
す
る

も
の
と
期
待
し
た
い
。

　

次
に
、
日
本
で
は
正
確
な
が
ん
検
診
受

診
率
が
不
明
（
お
そ
ら
く
低
い
）
で
あ
る
。

台
帳
管
理
を
し
た
上
で
す
べ
て
の
国
民
に

が
ん
検
診
の
機
会
を
提
供
し
、
検
診
結
果

を
管
理
す
る
体
制
（
英
国
の
組
織
型
検
診
）

を
構
築
し
、
受
診
率
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
日
本
で
も
内
視
鏡
に
よ
る
大
腸
が
ん

検
診
の
議
論
が
始
ま
る
が
、
内
視
鏡
で
あ
っ

て
も
す
べ
て
の
人
が
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

大
腸
が
ん
検
診
と
し
て
、
当
面
は
便
潜

血
を
用
い
て
正
し
く
行
え
ば
、
日
本
の
年

齢
調
整
大
腸
が
ん
死
亡
率
を
も
っ
と
減
ら

せ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

図4  便潜血陽性の意味

図5  大腸 CT 検査：内視鏡が困難な場合の精検法

◦食事とは無関係（ヒトの血液にのみ反応する）
◦痔が原因とは言えない
◦大腸がんの発見の割合は約 3％

便潜血陽性  大腸内視鏡検査

大腸がん死亡の危険

精検を
受けた人

精検を
受けなかった人

1 ： 4

6「
精
検
を
受
け
な
い
」

の
は
危
険
！

7日
本
の
大
腸
が
ん

死
亡
率
を

も
っ
と
減
ら
す
に
は 
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「
独
自

「
独
自
のの
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」をを
策
定
策
定
し
、
し
、
安
心
安
心
し
て
し
て
安
全
安
全
にに

受
診
受
診
で
き
る

で
き
る
健
診
環
境

健
診
環
境
のの
確
保
確
保
に
努
め
て
い
ま
す

に
努
め
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
世
界
各
国
に
計
り
知
れ
な
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
健
康

診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
国
は
４
月
中
旬
、
職
場

や
地
域
で
行
う
健
診
等
に
つ
い
て
原
則
、

実
施
の
延
期
・
見
送
り
を
指
示
す
る
通

知
を
発
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
５
月

25
日
に
全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
健
診
等
の
再
開

に
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
当
財
団
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
の
「
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
、
感
染
防
止
策
の
徹
底
を

図
っ
た
う
え
で
、
６
月
よ
り
施
設
内
・

巡
回
に
よ
る
健
診
の
再
開
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
関

し
て
は
各
国
で
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
み
、
臨

床
試
験
段
階
に
入
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
提
供
開
始
の
目
途
は
報
じ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
感
染
予
防
対
策
は
、「
３
密
（
密
閉
・

密
集
・
密
接
）
の
回
避
→
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」
な

ど
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ

の
な
か
、
医
療
機
関
で
の
院
内
感
染
が
発
生

し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
国
は
４
月
中
旬
に

職
場
や
地
域
で
行
う
健
診
等
に
つ
い
て
、
特

段
必
要
性
の
な
い
限
り
実
施
の
延
期
・
見
送

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
と
健
診
を
め
ぐ
る

国
の
状
況
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り
を
検
討
す
る
よ
う
、
通
知
を
発
出
し
ま
し

た
。

　

新
規
感
染
者
数
は
４
月
11
日
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
て
お
り
、
一
時
は
１
万
人
を
突

破
し
て
い
た
現
在
感
染
者
数
（
累
計
感
染
者

数
か
ら
退
院
者
数
と
死
亡
者
数
を
引
い
た

数
）
も
５
月
25
日
に
は
２
、０
０
０
人
を
下
回

る
ま
で
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
（
６
月
６
日
時

点
で
は
さ
ら
に
１
、０
８
６
人
ま
で
減
少
）。

そ
の
後
、
新
規
感
染
者
数
が
再
び
増
加
に
転

じ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
第
２
波
を
疑
わ
せ
た
地

域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
状
況
は
落
ち
着

い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
間
、
政
府
は
５
月
14
日
（
39
県
）・

21
日
（
２
府
１
県
）
と
逐
次
緊
急
事
態
宣
言

を
解
除
し
、
５
月
25
日
に
は
す
べ
て
の
区
域

で
解
除
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
併

せ
て
５
月
26
日
に
は
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
を
踏
ま
え
た
各
種
健
診
等
に
お
け
る

対
応
に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ
、
健
診
の
再

開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

５
月
26
日
付
事
務
連
絡
（
及
び
そ
の
Ｑ
＆
Ａ
）

で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
踏
ま
え
、

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
健
診
・
保
健
指
導
や

健
保
組
合
等
の
保
険
者
が
行
う
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
健
診
、
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
健
診

等
に
つ
い
て
、
感
染
拡
大
防
止
等
を
講
じ
た

う
え
で
適
宜
実
施
（
再
開
）
す
る
こ
と
を
謳
っ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
緊
急
事
態
宣
言
が
再

度
行
わ
れ
た
場
合
の
対
象
区
域
に
お
け
る
取

扱
い
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

当
財
団
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と

な
る
以
前
よ
り
国
の
通
知
や
事
務
連
絡
や
健

診
関
連
８
団
体
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
「
健
康
診
断
実
施
時
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
」
を

検
討
し
、
以
下
の
よ
う
な
独
自
の
厳
格
な
感

染
予
防
対
策
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
６
月
１
日
よ
り
健
診
・
人
間

ド
ッ
ク
の
業
務
を
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
怖
い
、

不
安
だ
、
心
配
だ
と
い
う
こ
と
で
、）
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
差
し
控
え
、
１
年

以
上
の
間
を
空
け
て
し
ま
う
こ
と
で
、
が
ん

の
発
見
が
遅
れ
た
り
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
慢
性
疾
患
の
重
症
化
を
も
た
ら
さ
な
い

よ
う
に
、
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

当
財
団
で
は
、
前
述
の
健
診
関
連
８
団
体

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
健
康
診
断
実
施
時
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
」
を
も
と
に
当
財
団
の
施
設
・
環
境
に

合
わ
せ
て
内
容
を
向
上
さ
せ
た
、独
自
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
巡
回
健
診
用
・
施
設
内
健
診
用
・
人
間
ド
ッ

ク
用
）」
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
当
財
団

の
職
員
・
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
遵
守
し
、
３
密
を
避
け
て
受
診
い
た
だ
く

皆
様
の
健
康
・
安
全
を
確
保
し
た
運
用
・
環

境
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
財
団
の

感
染
防
止
対
策

★
当
面
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
検
査
項
目

　

国
の
方
針
等
を
考
慮
し
て

　
　

⃝
肺
機
能
検
査

　

に
関
し
て
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
再
開
時
期
は
未
定
で
す
。

（
胃
部
内
視
鏡
検
査
は
感
染
対
策
を
講
じ
た
上

で
人
数
を
制
限
し
、
7
月
よ
り
開
始
）。

独
自
の

感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

 当財団の感染予防マニュアルのあらまし
は、11 ページでご紹介しています。また
今後の情勢等の変化に応じて、その内容
は随時改定してまいります。

★…受診者の皆様や健診スタッフの安全･
安心を確保するために、施した予防
策の実写を当財団のホームページで
公開しています。
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当
財
団
で
は
感
染
予
防
の
た
め
、
健
診
施

設
（
恵
比
寿
健
診
セ
ン
タ
ー
／
大
阪
健
診

セ
ン
タ
ー
）
や
検
診
車
の
健
診
受
診
環
境

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

① 

施
設
内
の
窓
や
ド
ア
を
開
放
し
て
い
ま
す

（
追
加
で
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

空
気
の
換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
）。

　

② 

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
診
察
室
等
に
は
空
間
除

菌
装
置
（
深
紫
外
線
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
し
た

光
触
媒
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
除
菌
装
置
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

③ 

待
合
ス
ペ
ー
ス
の
椅
子
の
間
隔
を
あ
け
て
、

受
診
者
様
同
士
が
密
接
し
な
い
よ
う
に
配

慮
。

　

④ 
検
査
や
診
察
時
は
受
診
者
様
と
健
診
ス

タ
ッ
フ
間
が
密
接
し
な
い
よ
う
配
慮
。

　

⑤ 

接
触
感
染
予
防
の
た
め
、
雑
誌
類
を
撤
去
。

　

⑥ 

受
付
時
間
を
分
割
し
、
密
集
を
防
ぐ
。

　

⑦ 

飛
沫
感
染
予
防
の
た
め
、
受
付
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
ピ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

設
置
。

　

⑧ 

更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
は
、
接
触
し
な
い
よ
う

に
間
隔
を
あ
け
て
ご
利
用
い
た
だ
く
。

　

⑨ 

ロ
ッ
カ
ー
や
ド
ア
ノ
ブ
、
手
摺
り
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
操
作
盤
な
ど
共
用
箇
所
の
消

毒
を
定
期
的
に
実
施
。

　

⑩ 

各
検
査
室
の
検
査
機
器
、
診
察
室
（
机
、

椅
子
）
等
検
査
機
材
の
消
毒
を
受
診
者
様

毎
に
実
施
。

　

⑪ 

全
職
員
の
出
動
前
検
温
実
施
と
症
状
の
確

認
を
行
い
（
記
録
し
）、
基
準
を
外
れ
る
場

合
は
、
出
勤
停
止
。

　

⑫ 

健
診
ス
タ
ッ
フ
は
マ
ス
ク
を
着
用
。

　

⑬ 

飛
味
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
検
査
で
は
健
診

ス
タ
ッ
フ
は
手
袋
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

ア
イ
シ
ー
ル
ド
を
着
用
。

　

⑭ 

健
診
ス
タ
ッ
フ
は
手
洗
い
励
行
、
手
指
除

菌
剤
に
よ
る
消
毒
を
徹
底
。

　

⑮ 

健
診
車
両
内
は
常
時
換
気
を
実
施
し
、
入

室
定
数
を
制
限
。

　

⑯ 

出
入
り
業
者
様
、
来
訪
者
様
へ
の
体
調
確

認
、
衛
生
管
理
（
マ
ス
ク
着
用
）
を
実
施
。

★
受
診
に
際
し
て
の
お
願
い

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

　

問
診
票
の
ご
記
入

　

 

事
前
に
配
布
い
た
し
ま

す
。
す
べ
て
「
い
い
え
」

の
方
は
健
診
当
日
に
問

診
票
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
ひ
と
つ
で
も
「
は
い
」
が

あ
る
方
は
、
今
回
の
健
診
は
受

診
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

1
） 

風
邪
症
状（
咳
・
の
ど
の
痛
み
・
下
痢
・
嘔
吐
・

体
の
だ
る
さ
等
）
や
嗅
覚
（
に
お
い
）
や

味
覚
（
あ
じ
）
の
低
下
と
い
っ
た
症
状
の

あ
る
方

2
） 

発
熱
（
37
・
５
℃
以
上
）
が
あ
る
方
［
健

診
当
日
に
自
宅
等
で
体
温
を
測
定
し
て
く

だ
さ
い
］

3
） 

健
診
を
受
診
さ
れ
る
1
週
間
以
内
に
、

37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
っ
た
方

4
） 

２
週
間
以
内
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
ま
た
は
感
染
疑
い
の
あ
る
方
（
同

居
者
・
職
場
内
で
の
発
熱
含
む
）
と
の
接

触
歴
が
あ
る
方

5
） 

２
週
間
以
内
に
、
特
定
国
へ
の
渡
航
歴
の

有
無
を
問
わ
ず
、
日
本
国
外
か
ら
帰
国
し

た
方
（
お
よ
び
そ
れ
ら
の
方
と
家
庭
や
職

場
内
等
で
接
触
歴
が
あ
る
方
）

②
検
温
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

 

入
館
時
に
検
温
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
37
・

５
℃
以
上
の
場
合
に
は
受
診
を
お
断
り
し
て

お
り
ま
す
。

③
マ
ス
ク
の
着
用

　

 

ご
来
院
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
着
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

診
を
受
診
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
マ
ス
ク
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、

ご
自
身
で
ご
用
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
手
指
消
毒
の
お
願
い

　

 

入
館
時
・
退
館
時
の
ほ
か
、
健
診
中
も
適
宜
、

手
指
消
毒
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
受
付
時
間
の
順
守

　

 

受
付
時
間
を
順
守
の
上
、
密
集
、
密
接
の
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑥ 

眼
底
・
眼
圧
検
査
を
受
診
さ
れ
る
方
で

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
ご
使
用
の
方
へ

　

 

必
ず
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
の

貸
出
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
予
防
の
環
境
整
備
の
徹
底

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、 

左
記
の
点
を
事
前
に
通
知
し
、
健
診
を

ご
受
診
い
た
だ
く
に
際
し
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

問
診
内
容
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当財団の健康診断・人間ドックに関するお問い合わせは下記へご連絡ください

（一財）日本健康増進財団　 0570-550302（ナビダイヤル）　メール  jhpf@e-kenkou21.or.jp

　◦毎朝出勤前・健診会場到着時に検温を行い、記録を残す
　　➡  37.5℃以上の発熱や体調がすぐれない等の場合は出

勤停止
　◦ 通勤経路を含め、自宅を出る時からマスクを着用（帰宅

時も同様）

　◦手洗い・消毒を行う
　◦ 健診従事中はゴム手袋を着用、こまめに消毒も行う
　◦ 検者と受診者は直接向き合うことを避ける（飛沫防止）

　略　➡　前出「受診に際してのお願い」参照

　◦ ａ～ｆに一つでも該当の場合、健診スタッフは健診従事
不可、受診者は当日の受診不可

　　ａ １週間以内に 37.5℃以上の発熱がある
　　ｂ  風邪症状（咳・のどの痛み・下痢・嘔吐・体のだるさ）がある
　　ｃ  嗅覚（におい）や味覚（あじ）の低下等の症状がある
　　ｄ  ２週間以内に新型コロナウイルス感染者やその濃厚

接触者と接触があった
　　ｅ ２週間以内に海外への渡航歴がある
　　ｆ 健診受診当日の体温が 37.5℃以上である
　　 ※ このほか、新型コロナウイルスへの感染が悪化しやすい高齢者、

基礎疾患（糖尿病・心不全・呼吸器疾患）を持つ方、人工透析
中の方などは受診をご遠慮いただく場合があります。

　◦ 密集を避けるため、健診会場は受診者間の距離を 1.5 ～
2.0m以上保つよう配慮。検査台の机の間も50～100㎝
あける

　◦ 定期的に室内を換気（１時間２回以上／可能なら窓を少し開け

たまま健診実施）

　◦ 会場入り口にアルコール消毒液を用意（または石鹸等で手

洗い）。健診スタッフは消毒用アルコール（または次亜塩
素酸ナトリウム消毒液）を携帯し、必要に応じて消毒を
行う

　◦ スタッフは原則、マスク（必須）、ゴム手袋（必須）、フェ
イスシールドを着用

　 検 温   会場入室前に全受診者に検温を行う（結果

は問診票に記入）。入室時はアルコール消毒ま
たは手洗いをお願いする

　 受 付   受付机前に、飛沫防御の透明シートを設置。
検査料金徴収の金銭授受、領収書・レシー
トの渡しにはキャッシュトレイ等を使用し、
極力手で触れない

　 検 尿   当日の採尿は、トイレの密を防ぐため、健
診前に自宅等で専用容器に採尿し、持参い
ただく

　 身 体 測 定   受診者の向きに注意し、受診者が触れた部
分は消毒する

　 視 力・聴 力   対面だが、椅子をずらして着席して測定。
視力計・ヘッドフォンの受診者が触れた部
分は消毒を行う

　 血 圧   受診者に横向きに座ってもらい計測。長袖
シャツは袖を伸ばしてその上から、半袖な
どは検査用ロールシート巻いて計測する

　 採 血   受診者に横向きに座り（または顔を横向きにして）

測定

　 眼 底   暗幕は原則外して行う。受診者が触れた顎
受皿等は受診者毎に消毒

　 腹 囲   受診者を立位のまま横に向かせて計測
　 心電図・ＣＡＶＩ・超音波
　　　　　　　   シーツを敷いたベッドの上に透明シートを

かけて行う

　 胸部（胃部）  技師・介助者はマスク・ゴム手袋・フェイ
スシールドを着用

　　　　　　　    受診者（特に女性）は各自にＴシャツの持参
を依頼

　 診 察   医師はマスク・ゴム手袋・フェイスシール
ドを着用

　◦ 学会の提言により、肺機能検査は当面中止（再開時期未定）、
胃カメラは感染防止策を講じた上で、人数制限し、7 月
より開始

日本健康増進財団

（抜粋）…
健診時の新型コロナウイルス感染防止のため、当財団は以下の対策を講じます。健診時の新型コロナウイルス感染防止のため、当財団は以下の対策を講じます。

新型コロナウイルス感染予防マニュアル新型コロナウイルス感染予防マニュアル

1 健診スタッフの対応 5 各検査ポジションでの対応（感染防止策）

6 その他

2 受診者への対応（お願い）

3 健診会場が感染源とならないための注意点

4 健診会場の対応
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当財団では、質の高い健康診断・人間ドックのご提供、
よりよい健康管理の実現のため、
日々努力を重ねております。

健康管理に関するご相談はぜひ当財団へお寄せください。


